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森林環境譲与税

（千円）

(B)うち
他の財源
（千円）

意向調査業務
（広瀬町）

1,397 1,397
　森林経営管理法に基づき、森林所有者
への意向調査を民間事業者に委託。

意向調査実施面積
76.32ha

境界明確化業務
（河内町中直海）

4,510 4,510
　森林経営管理法に基づく森林所有者へ
の経営管理権集積計画作成に係る境界の
明確化を民間事業者に委託。

境界明確化実施面積
35.69ha

経営管理権集積計画作成業務
（八幡町）

3,014 3,014
　森林経営管理法に基づき、森林所有者
ごとの経営管理権集積計画作成及び同意
取得を民間事業者に委託。

集積計画作成面積
42.06ha

経営管理権集積計画作成業務
（白峰）

1,072 1,072
　森林経営管理法に基づき、森林所有者
ごとの経営管理権集積計画作成及び同意
取得を民間事業者に委託。

集積計画作成面積
15.41ha

森林整備
（市経営管理事業 小柳町）

1,419 1,419
　森林経営管理法に基づき、市経営管理
事業による間伐を民間事業者に委託。

市経営管理事業による間伐
2.57ha

森林整備
（市経営管理事業 野地町）

1,014 1,014
　森林経営管理法に基づき、市経営管理
事業による間伐を民間事業者に委託。

市経営管理事業による間伐
1.04ha

森林整備
（市経営管理事業 白峰）

17,930 17,930
　森林経営管理法に基づき、市経営管理
事業による間伐を民間事業者に委託。

市経営管理事業による間伐
15.41ha

重要インフラ施設周辺森林整備 2,740 1,485 1,255
　電線等のインフラ施設周辺の森林を対
象に樹木の事前伐採を民間事業者に委
託。

2か所で実施

石川県森林クラウドシステム林
地台帳地番図作成

10,670 10,670
　森林法に則り、林地台帳に附属した地
図の作成を民間事業者に委託。

13,000筆分（鳥越地域）の地
番図作成、クラウドシステム
へのセットアップ

普及啓発物品購入
(市産材鉛筆）

2,495 2,495
　白山市産材（スギ）を利用した鉛筆を
作製・購入し、配布。

白山市産材鉛筆
1,100ダース作成・購入
市内小学校新入生に配布

木育講座業務委託 1,804 1,804
　市内保育施設・学校施設に対し、木工
教室等を通じた木育講座の実施を民間事
業者に委託。

８施設にて計９回実施

森林の恩恵を知るための体験ツ
アー委託

1,430 1,430
　市民に対し、森林の働きや適切な管理
の重要性を啓蒙するツアー実施を民間事
業者に委託。

計２回実施、計５６名参加

大学生を対象としたワーク
ショップ等委託

946 946

　林業の担い手不足に対し、林業に対す
る関心を高めるため、大学生を対象とし
たワークショップの開催を民間事業者に
委託。

計５回実施（大学講義内）

高性能林業機械レンタル補助金 300 300
　市内の林業事業体が市内山林で施業を
行うために高性能林業機械をレンタルし
た場合において、費用の一部を助成

１件（ハーベスタ）

白山市森林環境譲与税
活用推進委員会

68 68
　森林環境譲与税について、市民・林業
関係者等の幅広い意見を聴取し、有効な
活用方法を検討、審議。

計２回実施

その他事務費
(消耗品費）

37 37 　森林整備等に必要となる物品を購入。 外付け記憶媒体　1個購入

会計年度職員人件費 2,757 2,743 14
　地域林政アドバイザーを会計年度職員
として雇用。

森林環境譲与税基金取崩し △ 2,767 △ 2,767
　過去に森林整備等のために備えた積立
の取崩し。

※千円未満四捨五入

【ワンフレーズ】
森林環境譲与税活用により、
・森林経営管理法に基づく意向調査、境界明確化、経営
管理権集積計画作成を継続して行った。また、経営管理
権集積計画に基づく森林整備を実施した。
・電線等の重要性の高いインフラ施設付近の立木の事前
伐採を行った。
・林地台帳に附属する地図（鳥越地域）を作成すること
で、スムーズな情報提供に寄与するとともに、森林整備
の基礎資料として活用できるようにした。
・白山市産材の普及啓発のために、市産材を使用した鉛
筆を作製・購入し、市内小学校新入生への配布を行っ
た。
・普及啓発として、市内保育施設・学校施設に対し、木
工教室を通じた木育講座や市民を対象としたバスツアー
を実施した。
・人材育成の一環として、大学の講義内にて林業体験を
含めたワークショップを実施した。また、市内林業事業
体の高性能林業機械のレンタル費用を一部助成すること
で、作業員の労働強度の軽減及び事業体の安定かつ持続
的な経営支援を図った。
・白山市森林環境譲与税活用推進委員会を開催し、今後
の森林環境譲与税の使途の方向性について協議を行っ
た。
・森林環境譲与税を用いた業務等を迅速にすすめるた
め、専門知識を持った地域林政アドバイザーを会計年度
職員として雇用し、業務に当たった。

【詳細】
本市は、手入れ不足森林の解消のために、本税を主に森
林経営管理制度に活用し森林整備を推進することとして
取り組んでいる。
結果、市内において意向調査は約76ha、境界明確化は約
36ha、集積計画は約15ha完了し、次年度からの森林整備
に繋げていく。また、今年度は約19haを市町村経営管理
事業として、間伐を実施した。

災害による倒木や枝葉の干渉による、重要性の高いイン
フラ施設への被害発生を未然防止するため、危険度が高
いと判断された箇所の立木について事前伐採を行った。

林地台帳に附属する地図の作成を令和５年度より５か年
計画で開始し、初年度の鶴来地域に続き、令和６年度に
は鳥越地域からなる13,000筆について整理を行った。こ
れらについてはクラウドシステムへの搭載が完了してお
り、以降の森林整備に寄与するとともに、森林所有者へ
の情報提供に活用する予定である。

市産材のスギを利用した鉛筆は1,100ダースを作成・購入
し、市内小学校の新入生に配布した。

市内保育施設・学校施設での木工教室等を通じた木育講
座は８施設にて計９回実施した。市民向けの森林体験ツ
アーは親子対象と一般対象のものを各1回実施し、森林保
全の重要性や市産材が持つ魅力を啓発し、利用価値の普
及に繋げた。

大学生を対象としたワークショップ等を開催し、白山市
の森林について関心を高め、林業に関係する人材を増加
に繋げた。
また、高性能林業機械レンタル補助金を今年度から開始
し（申請１件）、林業機械の使用に対するハードルを下
げることで、林業事業体及び林業事業者への支援に繋げ
た。

白山市森林環境譲与税活用推進検討会を計２回開催し、
今後の森林環境譲与税の使途等について、市民・林業関
係者等の幅広い意見を聴取し、有効な活用方法を検討し
た。

不足額は令和４年度までに積立を行っていた基金から取
り崩した。

令和６年度　白山市における森林環境譲与税の使途について
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